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統合に向けた協議を行う統合準備委員会

PTAと行った若葉小校舎内
のペンキ塗り

若葉小の体操服若葉小と馬門小の合同学習

馬門小児童が通学で使用する
スクールバス
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令和
4年度 野辺地町教育委員会の主要事業

◆学校教育
授業の充実
　　○理科支援員の配置（４月～）　　○外国語専科教員の配置 （４月～）　　○各種学校訪問
　　○夏期・冬期高校生短期講座の開催（町内の高校に在学する高校生等を対象）
特別活動の充実
　　○大会派遣費の補助（４月～）
　　○小・中学校作品展及び音楽交歓会の開催（10月）
体育・健康教育の充実
　　○バイキング給食の日実施　　○栄養教諭による学校訪問指導　　○学童スキー大会の開催（２月）
生徒指導の充実
　　○教育相談室、スクールソーシャルワーカー、スクールカウンセラーの活用
　　○いじめに係る状況調査　　○各関係機関との情報交換、対応策協議の強化
特別支援教育の充実
　　○スクールサポーターの配置（４月～）　　○通級指導教室への支援員の配置（４月～）
　　○特別支援関係の研修の実施
国際化、情報化に対応する教育の推進
　　○外国語指導助手（ＡＬＴ）の配置（４月～）　　○ICT支援員の配置（５月～）
教育環境の充実
　　○若葉小と馬門小の統合に向けた準備　　○統合に向けた校舎改修工事等の実施
　　○新型コロナウイルス感染症対策のための学習環境の整備

◆社会教育・スポーツ
生涯を通じた学びと社会参加の推進
　　○のへじ元気講座（５月～ 12月）	 ○みんなの教室（４月～ 11月）　
　　○野辺地町文化祭（10・11月）	 ○ハッチョウトンボ観察会（６月）
活力ある接続可能な地域づくりに向けた人財の育成
　　○生涯学習大学（７月～ 12月）	 ○在学青年ボランティア活動
　　○子どもの読書活動の充実
学校・家庭・地域の連携による教育力の向上
　　○家庭教育推進事業		  ○いのちのお話出前講座（10月）
　　○子ども会事業			   ○図書館サークル・おはなしボランティアの育成
ライフステージに応じたスポーツ活動・競技スポーツの推進
　　○幼児・児童水泳教室の開催	 ○ウォーターマラソンスタンプラリーの開催
　　○スポーツ少年団の育成		  ○大会派遣費の補助
　　○青森県民駅伝競走大会参加	 ○青森県小学生スキー大会の開催

◆歴史・文化・芸術
郷土を愛する心と人財の育成
　　○のへじ検定の実施	 ○校外学習等を活用したふるさと学習の開催
歴史・文化・芸術の継承と活用
　　○日本遺産等の文化財に関する情報発信、人材育成事業の実施
郷土史資料や文化財の保存・活用の促進
　　○旧野村家住宅離れ（行在所）夜間特別公開の開催

※掲載している事業は、感染症の拡大状況により中止となる可能性があります。

のへじの教育　　　（2）毎月20日は 『ふれあい教育の日』
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コラム

　　新型コロナウイルス感染症の感染拡大によって、普段とは違った生活様式が続き、大人は
もちろん、子どもたちにも大きな影響を及ぼしています。
　学校生活でも、行事の中止や友だちとの交流に制限がかかり、子どもは知らず知らずのうち
にストレスをためているかもしれません。
　ストレスによる子どもの反応や、ご家庭で気をつけたいことをご紹介しますので、早めのケ
アにお役立てください。

（からだの症状）
　・頭が痛い　・おなかが痛い　・眠れない
（行動面の変化）
　・落ち着きがない　・食欲が増える、減る　・イライラする、攻撃的になる
　・やる気が起きない　・忘れっぽい　・親の注意を引きたがる　　など

～ケアのコツ～
 「いつも通り」を維持する 
　寝る時間と起きる時間を固定し、規則正しく食事をとりましょう。
 子どもの話をしっかり聞く 
　どんな気持ちであっても否定せず、受け止めてあげましょう。

～ご家庭で気をつけたいこと～
 正しい情報を伝える 
　情報をごまかさず、正直に伝えましょう。
　子どもの年齢に合わせた言葉でわかりやすく説明することも大切です。
 映像やニュースを見せすぎないようにする 
　小さい子は、自分のことと捉えて不安になることがあります。
　大きい子は、SNSなどから自分で情報を得て、うわさやデマの被害に遭うおそれがあります。

（国立成育医療研究センターこころの診療部リエゾン診療科「②親子でできるストレス対処法編」「⑤お子さんの成長に応じたケア編」を参考に作成）

子どもの様子や、ご家庭での対応に不安があるときは…
・野辺地町こそだて応援ステーションふわふわ
　☎0175-64-8080（保健師・助産師直通電話：毎週月～金曜日）
・野辺地町教育相談室
　☎090-2604-9408（毎週月～金曜日9：00～15：00）
・スクールカウンセラーによる相談
　お子さんの通う学校へお問い合わせください。

新型コロナウイルスと
� 子どものストレスについて

　　　のへじの教育（3） 毎月20日は 『ふれあい教育の日』



　11月４日と５日に、２年生が生活科の学

習で町探検に出かけました。今回は、自分

が行ってみたい場所（図書館、歴史民俗資

料館、うさぎや、ローソン、佐藤製菓）を

決めて、グループで移動しました。出かけ

る前の学習では、質問内容を考えたり、受

け答えの練習をしたりしながら、見学のマ

ナーも学習しました。普段、立ち寄っただ

けでは分からないことを、たくさん発見し

て楽しく学習することができました。

　10月22日、全校ふれあい遠足を行いまし
た。常夜燈公園で休憩をしてから、それぞ
れの班で計画した町探検のコースを見学し
ながら、目的地の愛宕公園まで行ってき
ました。町探検のコースは、６年生がタブ
レットを使って野辺地町の地図から目的地
を決め、コースを選びました。また、レク
リエーションは４・５年生が中心となって
企画し、運営をしてくれました。子供たち
が、全校のみんなで楽しくふれあえる遠足
を「自分たちで考え、実施する」そんな全
校ふれあい遠足は馬門小のよさの一つです。

　11月30日に、「わかばっ子音楽発表会」を

開催しました。コロナウイルス感染症対策

として、各学年の発表に合わせて、児童も

保護者も入れ替えながら行いました。

　低学年、中学年、高学年それぞれ、歌や

合奏、ダンスなどを発表しました。また、

マーチングバンド部も２曲発表しました。

　今年度も、コロナ禍により様々な行事に

影響が出ている中でも子供たちは練習した

成果を発揮して、生き生きと表現すること

ができました。

　１月24日、まかど温泉スキー場で１、２
年生がスキー教室を行いました。新型コロ
ナウイルス感染症の拡大により、実施が危
ぶまれましたが、実習時間を短縮し、昼食
を時間差にするなどの対策を講じて行いま
した。
　この日は朝から吹雪模様の天候でした
が、昼頃からは晴天となり、絶好のスキー
日和となりました。午前中の実習で疲れた
体を癒やしながら食べる昼食はまた格別の
味。持参した弁当を食べる生徒、食堂を利
用し思い思いの食事をとる生徒、どの顔も
笑顔一杯でした。
　自分のレベルに合わせて選択したコース
での実習で、みるみる上達する姿が見られ
ました。仲間と楽しんだり、励まし合った
りしながら、今年度も充実したスキー教室
になりました。
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〈野辺地小学校〉

〈馬門小学校〉

〈若葉小学校〉

〈野辺地中学校〉
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　本校２学年では、自分たちの住んでいる
地域のことを深く知り、郷土を見つめ直
し、将来的に大きく貢献できるように「総
合的な探究の時間　野高コンパス」で様々
な活動を行っています。その１つが小中学
校でも行われている「のへじ検定」に挑戦
することです。全員合格を目指しながら、
郷土の歴史や文化を身に付けていきます。
また、地元に伝わる昔話を紙芝居にし、野
辺地町の歴史を全員で共有しながら、郷土
愛を育むことを目的とした活動につなげた
いと考えています。今後は郷土料理や祭り
などを通じて、さらに地域のことを深く探
究していきたいと考えています。

　青森県高校体育連盟会議（12月７日開催）
において、今年度の高体連優秀選手賞が発
表され、本校からは、サッカー部の木村大
輝 君（八戸市立市川中出身）、町屋紅斗 君
（東北町立上北中出身）、レスリング部の久
保流綺 君（東北町立東北中出身）、空手道部
の甲田慎之介 君（三沢市立第五中出身）の
４名が受賞しました。
　また、令和４年度青森県高校総体スロー
ガン審査会（応募総数480）において、２年
生の西野春徹 君（七戸町立七戸中出身）の
作品「集大成　歴史を変えるその瞬間」が
優秀賞に選出されました。
　各生徒の今後の活躍が大いに期待されます。
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〈野辺地高等学校〉〈野辺地西高等学校〉

　８月15日、柴崎牧場にてパラリンピック採火式が行
われ、町内各学校の代表生徒６名が縄文時代の火おこ
しである「まいぎり式」を用いて、「聖なる火」を灯
しました。
　各校の生徒が協力し合い、パラリンピックのシンボ
ルである聖火を灯すことにより、平和、団結、友愛と
いったパラリンピックの願いが詰まった採火式となり
ました。
　野辺地町で灯された聖火は、青森市の三内丸山遺跡
に集められた県内各地の聖火とひとつになり、東京都
で行われたパラリンピック集火式へ届けられました。

令和４年４月１日から屋内温水プールの休館日を下記のとおりとしますのでお知らせします。
【休館日】
　　令和４年４月１日（金）以降、月曜日、金曜日の週２日休館
　　（月、金が祝日の場合は開館し、翌日休館）
　　ご不明な点等がございましたら社会教育・スポーツ課（64－2119）へお問い合わせください。

東京2020パラリンピック聖火フェスティバルの開催

屋内温水プールの休館日に関するお知らせ
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　町文化財保護審議会（事務局・歴史民俗資料館）では、町の歴史や特産品等について知ってもらうため、
野辺地町の歴史や自然、特産品等の知識を問うご当地検定「のへじ検定」を町内３小学校・中学校・野辺地
高校にて開催しました。
　開催にあたり、各学校において鈴木幹人氏を講師とした「受検対策講座」を行いました。受検生たちは、
鈴木氏が紹介するふるさと・野辺地町について、興味深そうに学んでいました。

スポーツ少年団　団員募集
競　　技　　名

剣 道 卓 球
バ レ ー ボ ー ル ハ ン ド ボ ー ル
柔 道 野 球
陸 上 ミニバスケットボール
バ ド ミ ン ト ン サ ッ カ ー
※詳細については、学校を通して配布予定のチラシをご覧ください。

子ども会　入会募集
子ども会名

下 町 一 区 子 ど も 会 浜 町 子 ど も 会
D51（駅前）子ども会 金 沢 町 子 ど も 会
城 内 子 ど も 会 下 袋 町 子 ど も 会
※後日、学校を通して申込書が配布されます。

みんなの教室　受講生募集
　令和４年５月から、各種教室・サークル活動（みんなの教室）を実施します。
　ご不明な点等がございましたら、公民館（64-3054）までお問い合わせください

教　　　　　室 サ　　ー　　ク　　ル
太　　極　　拳 大　　正　　琴（初級・中級） ３　Ｂ　体　操（夜の部）
ヨ　　　　　ガ（昼の部・夜の部） パッチワーク 社 交 ダ ン ス
着　　付　　け ハワイアンフラ（夜の部） 俳　　　　　句
コ　ー　ラ　ス 生　　け　　花 尺　　　　　八
洋　　　　　裁 籐　　手　　芸 絵　　　　　画
レクリエーションダンス 琴 囲 碁 ・ 将 棋
３　Ｂ　体　操（昼の部） ひ　し　ざ　し 川　　　　　柳
ハワイアンフラ（１部・２部） フォークダンス 料　　　　　理
エアロビクス・ヨガ
エアロビクス

ふるさとのコトを知ろう！
「のへじ検定」を小中学校・野辺地高校にて開催しました！

【実施のようす】
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